
建
物
の
3
次
元
デ
ー
タ
を
駆
使
し

て
設
計
業
務
な
ど
を
効
率
的
に
進
め

る
B
I
M
(ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)
。

ゼ
ネ
コ
ン
や
設
計
事
務
所
が
専
門
部

署
を
立
ち
上
げ
、
人
材
育
成
を
急
ぐ

な
ど
体
制
の
強
化
を
加
速
さ
せ
て
い

る。

B
I
Mは
試
行
段
階
か
ら
本
格

的
な
運
用
段
階
に
移
っ
て
き
た
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
が
土
木
分
野
に
も

広
が
り
、
ロ
年
度
か
ら
は

C
I
M

(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)
と

し
て
実
際
の
工
事
で
試
行
す
る
動
き

が
出
て
き
て
い
る
。

B
I
M
の
普
及
は
欧
米
で
先
行

し
、
凶
年
に
米
国
建
築
家
協
会
の
大

会
で
発
表
さ
れ
て
以
降
、
日
本
で
も

大
き
く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
既
に
ゼ
ネ
コ
ン
や
設
計
事
務
所

な
ど
の
先
進
的
な
企
業
が
具
体
的
な

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

建
築
設
計
界
や
建
設
業
界
の
関
心

も
高
く
、
日
年
4
月
に
3
団
体
が
統

合
し
て
発
足
し
た
日
本
建
設
業
連
合

会
(
日
建
連
)
の
建
築
生
産
委
員
会
I

T
推
進
部
会
B
I
M専
門
部
会
は
、

旧
建
築
業
協
会

(
B
C
S
)
時
代
の

凶
年
4
月
に
施
工
段
階
で
の
B
I
M

活
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
増
大
さ
せ
る
目

的
で
活
動
を
開
始
し
た
。
日
本
建
築

家
協
会

(
J
I
A
)
設
計
環
境
改
革

委
員
会
I
P
D
l
W
G
で
も
早
い
段

階
か
ら
B
I
M
の
動
向
を
注
視
し
、

昨
年
7
月
に
「
J
I
A
B
I
Mガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
ホ
l
ム
ペ
!
ジ
に

掲
載
。
設
計
者
が
B
I
Mを
ど
の
よ

う
に
捉
え
、
活
用
し
て
い
く
べ
き
か

の
ポ
イ
ン
ト
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
ま

と
め
て
い
る
。

日
建
連
B
I
M専
門
部
会
の
福
士

正
洋
主
査
は
、

7
月
に
開
か
れ
た
日

本
建
築
学
会
主
催
の
建
築
生
産
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
、

B
I
Mを
導
入
す
る

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
発
注
者
や
設
計

者
、
施
工
者
な
ど
関
係
者
間
の
早
期

合
意
形
成
が
可
能
に
な
る
ほ
か
、
設

計
の
整
合
性
が
向
上
し
て
施
工
段
階

で
の
手
戻
り
を
減
ら
せ
る
、
建
物
情

報
を
統
合
・
一
一
元
化
で
き
る
の
で
竣

土木分野でも試行始まる
工
後
の
F
M
・
維
持
管
理
業
務
へ
の

展
開
が
見
込
め
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ

た。
国
土
交
通
省
が
建
築
設
計
や
建
築

施
工
に
B
I
M
の
適
用
を
始
め
た
の

に
続
き
、
国
内
民
間
建
築
の
入
札
で

も
見
積
要
項
書
な
ど
に
B
I
M適
用

を
記
載
す
る
事
例
が
散
見
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。

土
木
分
野
で
は
、
昨
年
7
月
に
日

本
建
設
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー

(
J
A

C
I
C
)
な
ど
国
交
省
所
管
法
人
や
、

ゼ
ネ
コ
ン
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
ど
の
業
界
団
体
が
集
ま
り
、
土
木

構
造
物
の
企
画
か
ら
設
計
、
積
算
、

施
工
、
維
持
管
理
ま
で
一
連
の
作
業

を
一
体
的
に
捉
え
て
建
設
生
産
シ
ス

テ
ム
の
効
率
他
や
品
質
向
上
を
目
指

す「
C
I
M技
術
検
討
会
」
が
発
足
。

C
I
M
の
普
及
に
向
け
た
技
術
開
発

や
人
材
育
成
な
ど
の
検
討
が
始
ま
っ

た。
こ
う
し
た
民
間
主
導
の
取
り
組
み

に
応
じ
て
、

8
月
に
は
国
交
省
が
納

品
な
ど
に
関
す
る
現
行
の
基
準
類
や

制
度
の
見
直
し
を
議
論
す
る
「
C
I

M
制
度
検
討
会
」
を
省
内
に
設
置
。

直
轄
事
業
の
中
か
ら
道
路
の
詳
細
設

計
業
務
を
中
心
に
日
件
の
試
行
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
選
び
、
技
術
検
討
会
と

連
携
し
、

C
I
M
の
シ
ス
テ
ム
構
成

や
課
題
な
ど
の
整
理
に
入
っ
た
。
最

終
的
に
は
2
i
3年
後
を
め
ど
に
、

テ'叩タモデル

実
際
の
業
務
や
現
場
で
3
次
元
モ
デ

ル
を
使
え
る
よ
う
現
行
の
基
準
類
や

制
度
を
見
直
す
。

技
術
検
討
会
が
今
年
3
月
に
ま
と

め
た
報
告
書
は
、
試
行
を
通
じ
て
発

注
者
や
設
計
者
な
ど
の
事
業
者
間
の

意
思
決
定
の
迅
速
化
と
手
持
ち
時
間

の
短
縮
に
加
え
、
離
れ
た
場
所
で
も

作
業
分
担
が
可
能
に
な
る
と
い
っ
た

効
果
が
確
認
で
き
た
と
指
摘
。
こ
う

し
た
報
告
を
受
け
、
国
交
省
は
日
年

度
に
7
件
の
業
務
で
試
行
を
継
続
。

さ
ら
に
民
聞
か
ら
の
提
案
に
応
じ
て

増
や
す
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
詳
細
設

計
業
務
の
一
部
を
C
I
M
の
活
用
対

象
と
し
て
い
た
が
、
国
交
省
は
よ
り

川
上
段
階
の
概
算
設
計
を
含
め
す
べ

て
の
設
計
範
囲
に
対
象
を
広
げ
る
予

定
だ
。
測
量
や
地
質
調
査
で
の
試
行

も
検
討
し
、
検
証
内
容
を
さ
ら
に
深

め
る
。
技
術
的
な
検
証
と
並
行
し
、

C
I
M
の
普
及
を
後
抑
し
す
る
た
め

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
の
付
与
(
成
績

評
定
の
加
点
な
ど
)
や
検
証
費
用
の

取
り
扱
い
を
検
討
す
る
。

CIMの概念図

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

【建設ICT】

1.日経 2.朝 日
4.読売 5.岐 阜
7.産 経 8.静岡
10.中部経済 11.建通
13.建設通信 14信濃毎日
⑬建設工業{務2野)

平成25年間 5日((喧 plO タ)

CsUser0
新規スタンプ


